
氏名 滝川　幸司

　【研究上の特記事項】

　【社会的活動】

① 安倍興行考 単

① 応制詩の述懐─
平安前期宮廷詩
宴における＜個
＞─

単

② 時平と道真─
『菅家文草』所
収贈答詩をめ
ぐって

単

① 書評・谷口孝介
『菅原道真の詩
と学問』

単

対立的と思われている時平と道
真の交流について、『菅家文
草』所収贈答詩を読解しながら
検討した。

表題の研究書の書評。57─65ｐ

安倍興行に関する伝記考証。1─
25ｐ

応制詩の述懐部が、天皇賛美に
徹する抽象的表現から個別詩人
の心情を吐露するまでに至る過
程を追求した。

概　　　　　　　要

平　成　１９　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

中古文学会、和歌文学会、和漢比較文学会

天皇と文芸に関する研究、菅原道真研究、平安前期詩人歌人伝研究

1998年3月　大阪大学大学院文学研究科国文学専攻博士後期課程修了

博士（文学/大阪大学）

（その他）

（学会発表）

最終学歴

（学術論文）

現在の専門分野

著書､学術論文等の名
称

所属学会

研究課題

平安朝文学

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

平成18～21年度科学研究費若手研究（Ｂ）「平安時代前期における天皇主催詩宴の復元的研
究」研究代表者

中古文学会関西部会運営委員、和歌文学会委員・例会委員、和漢比較文学会常任理事・編集
委員、こおりやま市民大学講師（三の丸会館）、両槻会講師（飛鳥資料館）

日本史研究5442007年12月

2007年9月

2007年12月

奈良大学紀要362008年3月

二松学舎大学ＣＯ
Ｅ・国際シンポジウ
ム「日本漢文の黎明
と発展」

和漢比較文学会西部
例会


